
越前市 だより議会

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
施
設
使
用

料
等
の
見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ
た
条
例
案
６
案
に
つ
い
て
、
閉
会

中
の
審
査
と
し
て
、
市
民
と
議
会
と
の
語
る
会
を
計
７
回
開
催

し
、
関
係
諸
団
体
の
意
見
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
意
見
を
基
に
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
６
案

の
う
ち
、
５
案
に
修
正
案
が
作
成
さ
れ
、
各
所
管
の
常
任
委
員

会
に
お
い
て
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
案
第
16
号
お
よ
び
議
案
第
28
号
に
つ
い
て
、
各
委

員
会
に
お
い
て
、
使
用
料
の
減
免
等
に
つ
い
て
は
、
基
準
や
運
用

を
使
用
者
に
事
前
に
明
示
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
附
帯
決
議
案

が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
14
日
に
開
会
さ
れ
た
６
月
定
例
会
初
日
に
お
い
て
、
各
議

案
が
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
１
案
が
原
案
ど
お
り
、
残

る
５
案
が
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２面 ◆修正議案審議

３面 ◆議案質疑・委員長報告

４〜５面 ◆一般質問

６面 ◆議案の議決結果・行政視察報告

７面 ◆政務活動費収支報告

８面 ◆瓜生産業団地造成事業中止

 　議会モニター委嘱

本号の主な内容 令
和
元
年
６
月
越
前
市
議
会
定
例

会
は
、
６
月
14
日
か
ら
７
月
３
日
ま

で
の
20
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
、
越
前

市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
な
ど
条
例
案
３
件
、
財

産
の
取
得
に
つ
い
て
な
ど
一
般
議
案

５
件
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
け

る
質
疑
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
を

経
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
定
例
会
か
ら
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
６
議
案
の
う
ち
、

１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
５
件

を
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
案
１
件
を

可
決
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

６
月
定
例
会
の
概
要

◉冷暖房使用料は実費負担すべき性質を有することから、

使用料減免の有無に関わらず、基本的に使用者から徴収

すべきものとする。

◉例外的に、地区公民館として利用されている 17 施設お

よび式部ふれあい館については、町内を超えた圏域を有

する地域密着型施設であり、地域自治の拠点として位置

づけられている実態があることから、施設使用料を徴収し

ない場合においては、従来と同様に、冷暖房使用料につ

いても徴収しないものとする。

◉使用料の算出単位が、施設によって「朝・昼・夜」の区

分単位のものと「1 時間当たり」の時間単位のものとが混

在していたので、一部例外を除いて、時間単位に統一する。

◉年度途中の使用料の改定は、利用団体の予算に影響す

るおそれがあることから、一部例外を除いて、令和 2 年

4 月 1 日施行とする。

◉その他所要の修正

修正部分の概要

～
使
用
者
の
声
を
基
に
修
正
案
作
成
～

第57号
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令和元年（2019年）8月5日㈪

各ヒアリングで提案された意見（一部抜粋）

◉利用料の見直し、冷暖房費の徴収についてはもっと早くに準備し、しっ

かりと決めたうえで示してほしかった。

◉決まってから説明されても正直困る。もっと話を聞いてほしかった。

◉冷暖房費を受益者負担とすべきという考えは、止むを得ないと思うが、

明確な基準の事前の周知なしには、理解や納得が得られないのではな

いか。

◉公民館が地域活動の拠点としてその役割を高めようとしている一方、施

設の老朽化もある中、このような措置をとれば、利用者減につながってし

まうのでは。 産業建設委員会意見ヒアリング（式部ふれあい館自治会 他）

教育厚生委員会意見ヒアリング（市スポーツ協会）

総務委員会意見ヒアリング（市総合計画等達成度評価委員会）

施
設
使
用
料
関
連
条
例
案
を

　
議
会
提
案
に
よ
り
修
正
可
決

施
設
使
用
料
関
連
条
例
案
を

議
会
提
案
に
よ
り
修
正
可
決



6月定例会 修正議案審議

会　派　名　　

議　員　名　　

　　議　　案

賛　　　　　　否

市民ネットワーク 誠和会（自民） 未馬会 政新会 共産 志政会 諸 諸 諸

砂
田　

竜
一

小
玉　

俊
一

吉
田　

啓
三

三
田
村
輝
士

大
久
保
健
一

川
﨑　

俊
之

前
田　

一
博

片
粕
正
二
郎

中
西　

昭
雄

清
水　

一
德

近
藤　

光
広

橋
本
弥
登
志

安
立　

里
美

城
戸　

茂
夫

川
崎　

悟
司

加
藤　

吉
則

前
田　

修
治

題
佛　

臣
一

小
形　

善
信

桶
谷　

耕
一

吉
村　

美
幸

大
久
保
惠
子

議案第16号 施設使用料等の見直しによる関係

条例の整備に関する条例の制定に

ついて

修正案

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○

修正部分以外

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 越前市市民交流センター設置及び

管理条例の制定について

修正案

（否決）
× × ○ × × × × × ×

退
席

×
退
席

× ×
議
長

× × ○ × × ○ ○

原案

（可決）
○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○
退
席

○ ○
議
長

× × × ○ ○ × ×

議案第24号 越前市福祉健康センター設置及び

管理条例の一部改正について

修正案

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○ ×
議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○

修正部分以外

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○ ×
議
長

× × ○ ○ ○ × ○

議案第26号 越前市都市公園条例の一部改正に

ついて

修正案

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○ ×
議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○

修正部分以外

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○ ×
議
長

× × ○ ○ ○ × ○

議案第28号 越前市生涯学習センター設置及び

管理条例の一部改正について

修正案

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○ ×
議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○

修正部分以外

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

退
席

○ ×
議
長

× × ○ ○ ○ × ○

議案第29号 越前市みどりと自然の村設置及び

管理条例の一部改正について

修正案

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × ○ ○ ○ ○ ○

修正部分以外

（可決）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
長

× × ○ ○ ○ × ○

（注）　議長は採決には加わっていません。　　共産：日本共産党議員団　　諸：諸派

賛 否 の 公 表

　賛成・反対の双方があった議案などについて表示します。（賛成：○　反対：×）

議 案 の 議 決 結 果（継続審査分）

　平成31年第1回定例会で閉会中の継続審査となった議案と議決結果は次のとおりです。

議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第16号
施設使用料等の見直しによる関係条例の整備
に関する条例の制定について

総務
修正可決
（多数）

議案第19号
越前市市民交流センター設置及び管理条例の
制定について

総務
可決

（多数）

議案第24号
越前市福祉健康センター設置及び管理条例の
一部改正について

教育厚生
修正可決
（多数）

議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第26号 越前市都市公園条例の一部改正について 産業建設
修正可決
（多数）

議案第28号
越前市生涯学習センター設置及び管理条例の
一部改正について

教育厚生
修正可決
（多数）

議案第29号
越前市みどりと自然の村設置及び管理条例の
一部改正について

教育厚生
修正可決
（多数）

■  

城
戸
　
茂
夫 

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

修
正
議
案
：
反
対
　

.

原
案
：
賛
成

今
回
の
修
正
案
は
、
利
用
者
の
意
見
聴
取
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た
が
、
利
用
し
て

い
な
い
市
民
や
声
を
届
け
ら
れ
な
い
市
民
の
意
見
を
す
く
い
上
げ
て
い
る
の
か
心
配

で
あ
る
。
原
案
は
、
全
て
の
施
設
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
公
平
な
負
担
を
お
願
い

し
、
利
用
し
て
い
な
い
人
か
ら
見
て
も
公
平
に
、
と
い
う
考
え
方
で
統
一
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
修
正
案
は
、
公
民
館
利
用
を
特
別
扱
い
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
既
に
新

料
金
体
制
と
し
て
冷
暖
房
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
中
、
全
て
の
市
民

に
対
し
て
合
理
的
な
説
明
が
で
き
る
か
、
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

■  

加
藤
　
吉
則 

..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

修
正
議
案
：
反
対
　

.

原
案
：
反
対

修
正
案
は
、
原
則
的
に
冷
暖
房
使
用
料
を
使
用
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
と
の
考
え
方

で
あ
る
が
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
公
民
館
に
限
ら
ず
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
冷
暖

房
費
を
徴
収
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
市
民
が
広
く
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯

学
習
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
健
康
長
寿
が
図
ら
れ
、
結
果
的
に
医
療
、
福
祉
関
連

予
算
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
市
の
受
益
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
原
案
は
、
消
費
税
増
税
を
見
越
し
て
、
市
民
へ
の
負
担
を
拡
大
す
る
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
看
過
で
き
な
い
。
国
政
の
し
わ
寄
せ
を
市
民
に
そ
の
ま
ま
背
負
わ

せ
る
こ
と
は
、
本
来
の
地
方
自
治
の
原
則
に
反
し
、
賛
同
い
た
し
か
ね
る
。
ま
た
、

施
設
間
の
使
用
料
の
公
平
性
が
保
た
れ
な
い
お
そ
れ
も
生
じ
る
。

■  

大
久
保
健
一 

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

修
正
議
案
：
賛
成
　
.

残
る
原
案
：
賛
成

地
区
公
民
館
は
、
地
区
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
施
設
で
あ
り
、
自
治
振

興
会
の
活
動
拠
点
で
も
あ
り
、
他
の
い
か
な
る
公
共
施
設
よ
り
も
多
く
の
住
民
が
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
に
集
う
場
で
も
あ
る
。
市
と
し
て
も
、
地
域
の
活
性
化
、
社
会

教
育
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
重
点
に
利
用
促
進
を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
、

市
と
地
域
が
協
働
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
中
、
施
設
利
用
料
が
減
免
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
冷
暖
房
費
も
徴
収
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

■  

安
立
　
里
美 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

修
正
議
案
：
反
対
　

.

原
案
：
賛
成

今
回
開
設
さ
れ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
不
特
定
多
数
の
市
民
が
利
用
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
問
題
の
あ
る
団
体
等
を
事
前
に
ふ
る
い
に
か
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
る
。
利
用
者
の
全
て
が
善
意
の
団
体
や
組
織
で
あ
る
と
言
い
切
れ
な
い
以
上
、

許
可
な
し
で
誰
も
が
何
を
し
て
も
よ
い
と
す
る
こ
と
は
、
想
定
外
の
事
態
を
引
き
起

こ
し
か
ね
な
い
。
他
の
施
設
で
悪
質
商
法
が
行
わ
れ
、
市
民
が
被
害
に
遭
っ
た
過
去

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
を
守
る
た
め
に
も
こ
の
条
文
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

■ 

大
久
保
惠
子 

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

修
正
議
案
：
賛
成
　

.

残
る
原
案
：
賛
成

現
在
、
市
民
活
動
団
体
が
講
演
等
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
条
項
の
よ
う
な

行
為
は
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
い
ち
い
ち
許
可
を
と
る
よ
う
な
こ
と

は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
市
民
と
の
協
働
の
時
代
に
あ
っ
て
、

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
条
例
に
は
、
市
民
活
動
を
阻
害
、

排
除
す
る
よ
う
な
、
ま
た
は
萎
縮
さ
せ
る
よ
う
な
条
文
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え
る
。

修
正
概
要 

１
面
記
載

第
16
号
議
案

修
正
概
要 

利
用
者
の
遵
守
事
項
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
内
で
許
可
を 

受
け
ず
に
物
品
販
売
等
を
し
な
い
こ
と
、
と
す
る
条
項
を
削
除
す
る

第
19
号
議
案

修正議案に対する討論（要約）

　修正議案６案のうち、第16号議案及び第19号

議案について、討論がなされました。

市　議　会　だ　よ　り 令和元年（2019年）8月5日（　）2



6月定例会

議案審議
• プレミアム付商品券事業に係る追加経費

• 並行在来線準備会社設立に伴う出資金　外

一般会計　8,421万円の追加補正
（補正後総額　367億2,502万円）

6月補正予算

■ 

食
と
農
の
創
造
審
議
会
の
委
員
を
増
員

　
　

改
正
内
容
は
。

　
　

「
越
前
市
食
と
農
の
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
舞
う
里
づ
く
り
戦
略
」
の
計
画
期
間
が
本

年
度
末
に
終
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
回
の
改

定
時
に
「
越
前
市
食
と
農
の
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
統

合
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
計
画
の
諮
問
機
関
で
あ

る
越
前
市
食
と
農
の
創
造
審
議
会
の
委
員
の
人
数

を
12
人
か
ら
16
人
に
増
員
す
る
も
の
で
あ
る
。
増

員
す
る
４
名
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
づ
く
り

推
進
協
議
会
か
ら
４
名
推
薦
を
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

　
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
づ
く
り
推
進
協
議
会

は
存
続
す
る
の
か
。

　
　

そ
の
ま
ま
組
織
は
存
続
し
、
生
態
系
の
保
全

や
里
地
里
山
の
再
生
等
の
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■ 

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設
置

　
　

今
年
度
は
１
３
０
０
万
円
を
基
金
と
し
て
積

み
立
て
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
使
途
は
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
詳
細
は

ま
だ
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
年
度
は
積
み

立
て
の
み
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
使
用
し
て
い
く

際
は
、
森
林
の
所
有
者
の
意
向
調
査
を
行
い
な
が

ら
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
森
林
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

条

例

審

議

越
前
市
食
と
農
の
創
造
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問答問答

越
前
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問答

並
行
在
来
線
会
社
へ
の
市
の
出
資
額
を
示
せ

　
　

今
回
は
並
行
在
来
線
準
備
会
社
設
立
へ
の
出

資
と
い
う
こ
と
だ
が
、
令
和
３
年
の
夏
に
並
行
在

来
線
会
社
へ
本
格
的
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
必

要
と
な
る
出
資
金
残
額
15
億
円
の
う
ち
、
越
前
市

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
金
額
の
見
込
額
は
。

　
　

沿
線
市
町
お
よ
び
非
沿
線
市
町
に
求
め
る
負

担
割
合
に
つ
い
て
、
市
町
全
体
で
出
資
金
の
20
％

と
す
る
こ
と
を
県
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
幹
事

会
に
お
い
て
合
意
さ
れ
て
い
る
が
、
各
市
町
の
負

担
割
合
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
を
行

い
、
令
和
３
年
１
月
ま
で
に
決
定
し
て
い
く
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
回
お
よ
び
２
次
分
と
し
て
の
出
資
金
計

20
億
円
の
他
に
、
沿
線
市
町
が
負
担
す
る
金
額
の

見
込
は
。

　
　

初
期
投
資
に
つ
い
て
は
、
県
が
負
担
す
る
と

聞
い
て
お
り
、
ま
た
経
営
安
定
基
金
に
つ
い
て
は
、

開
業
後
の
運
賃
の
値
上
げ
を
抑
制
し
、
収
支
均
衡

を
図
る
た
め
に
基
金
を
設
け
た
例
が
あ
り
、
設
置

の
要
否
や
金
額
等
を
県
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会

に
お
い
て
議
論
し
て
い
く
。

生
活
保
護
適
正
実
施
推
進
事
業
の
成
果
を
示
せ

　
　

越
前
市
の
現
在
の
生
活
保
護
受
給
者
数
は
。

　
　

平
成
30
年
３
月
現
在
で
、
２
０
４
名
で
あ
る
。

　
　

こ
の
事
業
で
レ
セ
プ
ト
点
検
を
行
い
、
医
療

費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
レ

セ
プ
ト
点
検
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
現
れ

る
の
か
。

　
　

成
果
と
し
て
は
２
点
挙
げ
ら
れ
る
。
１
点
目

に
、
疾
病
分
類
に
応
じ
た
レ
セ
プ
ト
の
分
析
、
具
体

総
務
委
員
会

問答問答
教
育
厚
生
委
員
会

問答問答

の
案
内
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な

お
募
集
期
間
の
締
切
は
８
月
16
日
と
し
て
い
る
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
利
用
対
象
市
民
へ
の

案
内
の
発
送
時
期
は
。

　
　

住
民
税
非
課
税
者
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
で

あ
る
こ
と
の
確
認
と
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

購
入
希
望
を
確
認
す
る
案
内
を
、
８
月
中
旬
に
送

付
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
該
当
者
が
商

品
券
購
入
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
対
象
で
あ
る

こ
と
の
申
し
出
と
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
引
換

券
を
求
め
る
申
請
を
市
に
出
し
て
い
た
だ
く
、
と

い
う
流
れ
と
な
る
。

　

ま
た
３
歳
半
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
な
く
、
９
月
下
旬
頃
か

ら
随
時
、
対
象
者
に
対
し
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
引
換
券
を
発
送
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

事
業
所
が
商
品
券
の
換
金
を
す
る
際
に
利
用

で
き
る
金
融
機
関
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る

よ
う
だ
が
、
越
前
市
は
ど
の
金
融
機
関
で
換
金
が

で
き
る
の
か
。

　
　

越
前
市
で
は
、
福
井
銀
行
、
福
井
信
用
金
庫
、

福
邦
銀
行
、
北
國
銀
行
、
越
前
た
け
ふ
農
協
の
５

つ
の
金
融
機
関
で
換
金
が
で
き
る
。

問答問答他
の
報
告
事
項

◦
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
に
つ
い
て

６
月
25
～
27
日
に
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
最
終
日
に
行
わ
れ
た
委
員
長
報
告
か
ら
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
査
結
果
報
告
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
か
ら

委員長報告全文は

8月下旬掲載予定の会議録を

ご覧ください。

越前市会議録検索システム 検索

表 
　
彰

議
員
在
職
20

年
以
上
特
別
表
彰

・
全
国
市
議
会
議
長
会

・
北
信
越
市
議
会
議
長
会

前
議
員　

佐
々
木　

富　

基

前
議
員　

中　

西　

眞　

三

前
議
員　

西　

野　

与
五
郎

議
員
在
職
10

年
以
上
一
般
表
彰

・
全
国
市
議
会
議
長
会

・
北
信
越
市
議
会
議
長
会

・
福
井
県
市
議
会
議
長
会

議　

員　

題　

佛　

臣　

一

的
な
項
目
と
し
て
、
レ
セ
プ
ト
件
数
の
集
計
、
レ

セ
プ
ト
１
件
あ
た
り
の
金
額
、
患
者
１
人
あ
た
り

の
金
額
、
受
診
率
、
有
病
率
、
５
万
円
以
上
の
高

額
レ
セ
プ
ト
の
年
齢
別
、
入
院
・
外
来
別
な
ど
の

集
計
分
析
と
い
っ
た
医
療
費
統
計
が
と
れ
る
こ
と
。

２
点
目
に
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
中
断
し
て
い
る

方
や
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
の
予
防
対
策
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
対
策
な
ど
、
指
導
を
行

う
こ
と
で
効
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
対
象

候
補
者
を
選
ぶ
た
め
の
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

指
導
対
象
者
に
対
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

ま
ず
は
社
会
福
祉
課
を
中
心
に
行
い
、
そ
の

後
市
民
福
祉
部
全
体
、
特
に
健
康
増
進
課
と
協
議

し
な
が
ら
、
健
診
受
診
の
勧
奨
や
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
指
導
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
保
健
事
業
で
の
検
討
会
内
容
は

　
　

学
校
保
健
事
業
で
設
置
さ
れ
る
検
討
会
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
る
の
か
。

　
　

学
校
保
健
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
市

学
校
保
健
会
と
幼
稚
園
や
保
育
園
の
職
員
、
市
の

保
健
師
が
、
共
に
現
代
の
子
ど
も
の
目
の
健
康
に

つ
い
て
課
題
を
共
有
し
た
上
で
、
今
後
の
啓
発
活

動
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
案
内
方
法
を
示
せ

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
取
り
扱
う
事
業
所

の
募
集
期
間
と
、
募
集
方
法
は
。

　
　

事
業
所
へ
の
募
集
は
、
既
に
開
始
し
て
お
り
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま

た
武
生
商
工
会
議
所
と
越
前
市
商
工
会
に
、
会
員
へ

送
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

問答問答
産
業
建
設
委
員
会

問答

服間地区に滞在しているりゅうくん

市　議　会　だ　よ　り令和元年（2019年）8月5日（　）3



産業団地造成事業

福　　祉

問 

市
長
自
ら
の
報
酬
を
一
定
期
間
返
上
す
る
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
を
見
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
誰
に
言
わ
れ
る
も
の
で
も
な
く
自
ら
が
判
断
し
対
処
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。

答 

計
画
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
瓜
生
町
や
地
権
者
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
市
民
や
関
係
者
の
皆
様
に
お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
。
越

前
市
の
平
成
29
年
製
造
品
出
荷
額
等
は
合
併
時
の
平
成
17
年
と
比
べ
て

２
０
８
４
億
円
増
加
し
、
こ
の
間
の
県
全
体
の
伸
び
の
９
割
を
本
市
が
占

め
る
な
ど
、
今
日
ま
で
の
本
市
の
産
業
振
興
策
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

お
り
、
今
回
の
反
省
点
を
今
後
の
産
業
振
興
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
、

責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

瓜
生
産
業
団
地
造
成
事
業
中
止
に
対
す
る
市
長
の
政
治
責
任
を
示
せ

問 

保
育
士
負
担
軽
減
対
策
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
た
が
園
に
よ
っ
て
使
い
方
や
設

備
環
境
に
差
が
あ
る
。
全
園
で
差
が
な
く
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
勉
強
会
の
開
催

や
パ
ソ
コ
ン
等
の
端
末
購
入
の
補
助
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

パ
ソ
コ
ン
等
の
端
末
の
整
備
に
つ
い
て
は
要
望
が
な
か
っ
た
た
め
、
市
単

独
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
公
私
立
園

と
情
報
交
換
を
行
う
中
で
、
勉
強
会
の
開
催
も
検
討
し
、
保
育
士
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

 

・
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

 

・
ま
ち
の
安
全
に
つ
い
て

保
育
士
の
負
担
軽
減
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※ 

シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
れ

問 

次
に
向
け
て
の
反
省
点
は
見
出
せ
た
の
か
。

答 

企
業
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
に
臨
機
に
応
え
る
た
め
、
限
ら
れ
た
期

間
で
も
用
地
確
保
等
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
準
備
を
し
て
お
く
べ
き
で

あ
っ
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
今
後
ど
う
い
う
状
況
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
市
全
域
を
対
象
に
総
合
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
も

北
陸
一
の
モ
ノ
づ
く
り
都
市
を
目
指
し
産
業
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

他
の
質
問
項
目

 

・
北
陸
新
幹
線
南
越
駅
（
仮
称
）
周
辺
整
備
に
つ
い
て

瓜
生
産
業
団
地
造
成
中
止
を
次
に
生
か
す
為
の
反
省
点
を
示
せ

問 

全
国
で
独
身
中
高
年
は
６
５
０
万
人
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
６
分
の
１
が
親
の
介

護
の
理
由
で
離
職
し
、
求
職
活
動
し
て
な
い
た
め
、
雇
用
統
計
上
の
失
業
者
に

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
状
態
の
方
々
（
ミ
ッ
シ
ン
グ
ワ
ー
カ
ー
）
が
急
増
し
て
い

る
中
、
今
後
の
在
宅
介
護
者
へ
の
市
の
支
援
は
。

答 

在
宅
介
護
者
の
支
援
は
、
家
族
間
の
交
流
や
相
談
対
応
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
、

今
年
度
か
ら
公
民
館
等
、
地
域
に
身
近
な
会
場
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て

お
り
、
ま
た
今
年
度
中
に
市
第
８
期
高
齢
者
福
祉
保
健
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
に
向
け
た
在
宅
介
護
実
態
調
査
を
再
度
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

他
の
質
問
項
目

 

・
民
間
営
業
経
験
か
ら
瓜
生
産
業
団
地
事
業
他
を
考
察

 

・
自
殺
問
題
等
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

増
加
す
る
中
高
年
者
の
介
護
離
職
者
を
支
援
せ
よ

問 

４
月
末
に
事
業
中
止
を
決
断
し
た
時
点
で
臨
時
会
を
招
集
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。
５
月
21
日
に
総
務
省
か
ら
市
債
を
発
行
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
連
絡
を

受
け
て
か
ら
で
も
、
５
月
31
日
ま
で
に
臨
時
会
開
催
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
事
案
は
専
決
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

答 

繰
り
上
げ
充
用
に
よ
る
予
算
措
置
と
そ
の
事
務
処
理
を
５
月
31
日
の
出
納

閉
鎖
ま
で
に
終
え
る
必
要
が
あ
り
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
無

か
っ
た
。
正
副
議
長
お
よ
び
正
副
委
員
長
に
も
説
明
の
上
、
議
員
説
明
会

を
開
催
し
、
手
順
を
踏
ん
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
。

他
の
質
問
項
目

 

・
瓜
生
産
業
団
地
造
成
事
業
で
無
駄
に
し
た
数
千
万
円
の
責
任
の
取
り
方
は

 

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
の
多
様
性
・
性
的
少
数
者
な
ど
）
の
視
点
か
ら
小
中
学
校 

  

女
子
の
制
服
（
ス
カ
ー
ト
と
ズ
ボ
ン
）
を
選
択
制
に

産
業
団
地
造
成
特
別
会
計
を
専
決
処
分
と
し
た
理
由
を
示
せ

問 

ひ
き
こ
も
り
者
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
、
家
庭
も
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
居
場
所
を
見
つ
け
る

の
が
良
い
の
か
、
就
労
に
向
け
た
支
援
な
の
か
、
医
療
機
関
に
つ
な
い
で
い
く

の
が
先
な
の
か
、
ま
ず
は
家
庭
へ
の
支
援
が
第
一
と
考
え
る
事
か
ら
、
訪
問
支

援
が
特
に
重
要
で
は
な
い
か
。

答 

個
々
の
ひ
き
こ
も
り
ま
で
の
原
因
や
経
緯
、
そ
の
後
の
環
境
や
様
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
対
応
方
法
も
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
慎

重
か
つ
十
分
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た
う
え
で
支
援
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

他
の
質
問
項
目

 

・
家
庭
教
育
支
援
条
例
の
制
定
に
向
け
た
考
え
は

 

・
瓜
生
産
業
団
地
造
成
事
業
中
止
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
者
へ
の
支
援
に
対
す
る
市
の
考
え
は

問 

市
長
・
副
市
長
が
な
ぜ
現
場
に
一
度
も
行
か
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
質
問

に
対
し
、
担
当
部
長
か
ら
は
「
地
権
者
と
歩
み
寄
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
」、

市
長
か
ら
は
「
現
場
の
ほ
う
で
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
と
い
う
判
断
で

あ
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
間
違
い
は
な
か
っ
た
の
か

確
認
す
る
。

答 

市
長
・
部
長
と
も
に
間
違
い
は
な
い
。

他
の
質
問
項
目

 

・
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
一
層
の
充
実
に
つ
い
て

瓜
生
産
業
団
地
造
成
事
業
に
関
し
て
市
長
・
副
市
長
が
現
場
に
一
度
も

行
っ
て
い
な
い
理
由
を
示
せ

問 

越
前
市
の
充
実
し
た
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
、
も
っ
と
内
外
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、

定
住
・
移
住
に
つ
な
げ
よ
。

答 

本
市
の
子
育
て
環
境
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
、
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「
子
育
て
ど

ん
と
こ
い
！ 

越
前
市
」
や
越
前
市
情
報
ア
プ
リ
「
え
っ
つ
ぶ
」
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
子
育
て
支
援
施
策
や
子
ど
も
た
ち
が
学
び
楽
し
め
る
環
境
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
を
市
外
・
県
外
の
方
へ
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

移
住
、
定
住
を
促
し
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

 

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
対
策
に
つ
い
て

 

・
保
育
所
等
で
の
園
外
保
育
に
お
け
る
安
全
管
理
に
つ
い
て

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
よ

6月定例会では、16人の議員が6月20日・21日・24日の3日間、一般質問を行いました。多くの質問項目の中から1人1項目を

選び、ジャンルごとに質問・答弁を要約して掲載しました。なお、詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

3月定例会

一般質問一 般 質 問

6月定例会

政
新
会城

戸
　
茂
夫

未
馬
会近

藤
　
光
広

諸
派

大
久
保
惠
子

志
政
会題

佛
　
臣
一

諸
派

吉
村
　
美
幸

諸
派

桶
谷
　
耕
一

誠
和
会
（
自
民
）

片
粕
正
二
郎

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

砂
田
　
竜
一

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
… 

情
報
・
通
信
に
関
す
る

 

技
術
の
総
称
。
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福　祉空き家北陸新幹線

問 

越
前
市
で
は
こ
の
10
年
間
で
１
４
９
人
の
方
が
自
殺
し
て
い
る
事
実
が
国
か
ら

示
さ
れ
た
。
自
殺
に
は
生
活
困
窮
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る

が
、
自
殺
防
止
に
は
、
事
前
の
救
済
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
包
括

的
な
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

答 

ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
ま
た
単
一
の
相
談
機
関
で

は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
対
し
、
た
ら
い
回
し
を
せ
ず
に
総
合
的
か
つ
確

実
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
包
括
的
な
相
談
窓
口
の
設
置
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

 
・
武
生
中
央
公
園
の
ご
み
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
武
生
中
央
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
つ
い
て

い
の
ち
を
支
え
る
自
殺
対
策
と
し
て
包
括
的
な
相
談
窓
口
を
設
置
せ
よ

問 

空
き
家
の
解
消
に
向
け
、
更
地
に
し
て
も
固
定
資
産
税
な
ど
を
軽
減
、
緩
和
す

る
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

平
成
29
年
度
か
ら
補
助
要
件
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
税
法

上
の
住
宅
用
地
特
例
を
解
体
後
も
一
定
期
間
延
長
す
る
な
ど
、
本
事
業
の

活
用
を
し
や
す
く
す
る
為
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
危
険

空
き
家
解
体
撤
去
事
業
補
助
金
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
事
業
と
な
っ
て

い
る
が
、
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
継
続
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

補
助
率
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

 

・
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
活
動
と
課
題
、
孤
立
の
現
状
は

 

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
予
算
不
足
や
担
い
手
不
足
は
な
い
か

空
き
家
解
体
後
の
更
地
の
税
負
担
を
軽
減
・
緩
和
せ
よ

問 

市
内
の
空
き
家
お
よ
び
老
朽
危
険
空
き
家
の
状
況
は
。
ま
た
全
国
版
空
き
家
バ

ン
ク
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

答 

平
成
30
年
度
に
お
け
る
市
内
の
空
き
家
数
は
１
４
３
９
件
で
、
こ
の
う
ち

危
険
度
を
極
大
・
大
と
判
定
し
た
老
朽
危
険
空
き
家
は
23
件
で
あ
る
。「
全

国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
は
全
国
の
方
が
閲
覧
す
る
サ
イ
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
全
国
へ
の
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

 

・
瓜
生
産
業
団
地
造
成
に
つ
い
て

全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
を
活
用
せ
よ

※一般質問
議員が行政全般にわたり、市長等の理事者に対し、事務の執行状況や将来の方針等について

説明を求め、疑問点をただすために行う質問のことをいいます。

日
本
共
産
党
議
員
団

加
藤
　
吉
則

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小
玉
　
俊
一

誠
和
会
（
自
民
）

川
﨑
　
俊
之

政
新
会安

立
　
里
美

問 

南
越
駅
（
仮
称
）
周
辺
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
。

答 

北
側
の
48
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
に
は
若
者
、
中
で
も
女
性
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促

進
す
る
よ
う
な
第
三
次
産
業
の
誘
致
を
図
り
、
南
側
は
例
え
ば
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
関
連
の
先
端
技
術
企
業
の
誘
致
を

行
う
な
ど
、
北
側
を
補
完
・
促
進
す
る
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
る
提
案
を

南
越
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会
の
中
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
の
質
問
項
目

 

・
施
設
の
不
在
者
投
票
の
現
状
と
投
票
率
の
課
題
に
つ
い
て

 

・
大
津
市
の
死
傷
事
故
・
川
崎
市
の
殺
傷
事
件
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
南
越
駅
（
仮
称
）
周
辺
整
備
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ

治水対策市職員公共施設観　光

問 

吉
野
瀬
川
の
改
修
工
事
計
画
に
際
し
、
令
和
７
年
度
の
ダ
ム
完
成
に
合
わ
せ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た

工
事
内
容
に
つ
い
て
住
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
質
問
が
出
た
か
。

答 

吉
野
瀬
川
の
治
水
対
策
と
し
て
ダ
ム
と
の
一
体
的
な
整
備
を
早
急
に
完
成

す
る
よ
う
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て
い
く
。
住
民
か
ら
は
「
家
久
大
橋
か

ら
桜
橋
の
護
岸
法
面
の
勾
配
が
そ
の
他
区
間
よ
り
急
で
あ
り
安
全
性
に
問

題
な
い
か
」、「
日
野
川
が
水
位
上
昇
し
た
場
合
の
影
響
は
」
等
の
質
問
が

あ
っ
た
。

他
の
質
問
項
目

 

・
瓜
生
産
業
団
地
計
画
中
止
の
検
証

吉
野
瀬
川
河
川
改
修
工
事
に
つ
い
て
の
県
へ
の
申
し
入
れ
内
容
は

問 

嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
が
対
象
と
な
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
条
例
を

制
定
し
て
、
勤
務
労
働
条
件
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
の
勤

務
労
働
条
件
よ
り
後
退
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
制
定
の
上
、
令
和
２
年

４
月
か
ら
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
勤
務
労
働
条
件

等
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
現
制
度
よ
り
後
退
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

他
の
質
問
項
目

 

・
新
年
号
「
令
和
」
に
ち
な
ん
だ
万
葉
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

 

・
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
制
度
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
適
正
な
勤
務
労
働
条
件
を
整
え
よ

問 

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
サ
イ
ン
の
設
置
や
表
示
内
容
の
更
新
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答 

表
示
内
容
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
サ
イ
ン
を
含
め
現
状
を
今
年
度
中
に
調

査
し
、
次
年
度
に
お
い
て
、
施
工
内
容
、
施
行
期
間
を
定
め
た
実
施
計
画

を
作
成
し
た
い
。

他
の
質
問
項
目

 

・
越
前
市
の
財
政
に
つ
い
て

 

・
食
育
に
つ
い
て

サ
イ
ン
（
公
共
施
設
等
へ
の
案
内
標
識
）
を
更
新
せ
よ

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
田
村
輝
士

未
馬
会橋

本
弥
登
志

未
馬
会清

水
　
一
德

未
馬
会中

西
　
昭
雄

問 

昨
年
度
実
施
し
た
調
査
分
析
結
果
を
受
け
て
「
有
識
者
に
よ
る
妥
当
性
の
検
証

や
助
言
を
経
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
事
業
内
容
等
を
検
討
し
て
い
く
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
実
施
す
る
事
業
内
容
は
。

答 
今
年
度
は
「
伝
統
的
工
芸
品
産
地
振
興
に
係
る
事
業
」、「
産
業
観
光
を
中

心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
」、「
受
入
れ
環
境
の
整
備
等
の
事
業
」、「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
地
域
づ
く
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
」
の
４
つ
の
事
業

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
実
施
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
※ 

事
業
の
内
容
を
示
せ

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
外
国
人
が
訪
れ
て
く
る
旅
行
。
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会　派　名　　

議　員　名　　

　　議　　案

賛　　　　　　否

市民ネットワーク 誠和会（自民） 未馬会 政新会 共産 志政会 諸 諸 諸

砂
田　

竜
一

小
玉　

俊
一

吉
田　

啓
三

三
田
村
輝
士

大
久
保
健
一

川
﨑　

俊
之

前
田　

一
博

片
粕
正
二
郎

中
西　

昭
雄

清
水　

一
德

近
藤　

光
広

橋
本
弥
登
志

安
立　

里
美

城
戸　

茂
夫

川
崎　

悟
司

加
藤　

吉
則

前
田　

修
治

題
佛　

臣
一

小
形　

善
信

桶
谷　

耕
一

吉
村　

美
幸

大
久
保
惠
子

議案第32号 令和元年度越前市一般会計補正予算（第2号）（可決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
× × ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度
越前市産業団地造成特別会計予算）（可決）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
× × × × ○ × ×

請願第 7 号 日米首脳会談の内容を明らかにし、日米貿易交渉の
中止を求める請願（不採択）

× × × ○ × × × × × × × × × ×
議

長
○ ○ × × × × ○

（注）　議長は採決には加わっていません。　　共産：日本共産党議員団　　諸：諸派

賛 否 の 公 表

　賛成・反対の双方があった議案などについて表示します。（賛成：○　反対：×）

議 案 の 議 決 結 果

　令和元年6月越前市議会定例会に提出された議案と議決結果は次のとおりです。　　　

議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第32号 令和元年度越前市一般会計補正予算（第2号）
総務

教育厚生
産業建設

可決（多数）

議案第33号 越前市市税賦課徴収条例等の一部改正について 総務 可決（全員）

議案第34号 越前市食と農の創造条例の一部改正について 産業建設 可決（全員）

議案第35号 越前市森林環境譲与税基金条例の制定について 産業建設 可決（全員）

議案第36号 財産の取得について 総務 可決（全員）

議案第37号 財産の取得について 総務 可決（全員）

議案第38号 財産の取得について 総務 可決（全員）

議案第39号 財産の取得について 総務 可決（全員）

議案第40号 財産の取得について 産業建設 可決（全員）

議案第41号
専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度越前市一般会計補正予算（第1号））
可決（全員）

議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第42号
専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度越前市産業団地造成特別会計予算）
可決（多数）

議案第43号
専決処分の承認を求めることについて

（越前市市税賦課徴収条例等の一部改正について）
可決（全員）

議案第44号
専決処分の承認を求めることについて

（越前市都市計画税条例の一部改正について）
可決（全員）

議案第45号
専決処分の承認を求めることについて

（原子力発電施設等立地地域指定による固定資産税
の不均一課税に関する条例の一部改正について）

可決（全員）

議案第46号
専決処分の承認を求めることについて

（越前市国民健康保険税条例の一部改正について）
可決（全員）

意見書案第2号
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制
度の創設を求める意見書の提出について

教育厚生 可決（全員）

請願第 6 号 加齢性難聴者の補聴器に公的補助を求める請願 教育厚生 みなし採択

請願第 7 号
日米首脳会談の内容を明らかにし、日米貿易交
渉の中止を求める請願

議会運営 不採択（多数）

常
任
委
員
会 

行
政
視
察
報
告

５
月
20
日
（
月
）
～
21
日
（
火
）

⃝

広
島
県
安
芸
高
田
市

人
権
多
文
化
共
生
推
進
室
の
設
置
及
び

多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

⃝

広
島
県
三
原
市

市
中
心
部
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

安
芸
高
田
市
で
は
、
人
口
減
に
よ
る
自
治

体
消
滅
へ
の
危
機
感
か
ら
、
積
極
的
に
外
国

人
の
受
入
れ
を
図
っ
て
お
り
、
外
国
人
と
の

共
生
を
前
面
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
方

針
を
と
っ
て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、

民
間
と
の
協
働
の
必
要
性
か
ら
、
国
際
交
流

協
会
を
設
立
し
、
各
種
事
業
を
協
同
開
催

し
、
そ
の
連
携
を
強
め
て
い
ま
す
。
災
害
時

対
応
に
お
い
て
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

含
め
た
３
者
間
で
協
定
を
締
結
し
、
外
国
人

被
災
者
支
援
の
た
め
の
役
割
分
担
を
す
る

等
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
定
住

化
も
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

三
原
市
で
は
、
市
民
が
誇
り
や
愛
着
を
持

ち
、
市
内
外
の
人
か
ら
も
魅
力
的
に
思
わ
れ

る
市
中
心
部
と
な
る
よ
う
、
将
来
目
指
す
べ

き
姿
と
し
て
、
市
中
心
部
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
役
所
新
庁
舎
建
設

を
は
じ
め
整
備
想
定
施
設
は
６
つ
あ
り
、
特

に
駅
前
東
館
跡
地
活
用
事
業
に
つ
い
て
、
重

点
的
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
同
事
業
は
、

三
原
駅
前
の
百
貨
店
跡
地
を
有
効
活
用
す
る

も
の
で
あ
り
、
官
民
連
携
に
よ
る
一
体
的
な
跡

地
活
用
と
し
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
市
で
初
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
ス
キ
ー
ム
や
募
集
条
件
を
入
念
に

整
理
す
る
手
法
等
は
、
今
後
の
本
市
で
の
同

様
の
事
業
に
お
い
て
も
、
お
お
い
に
参
考
と

な
る
も
の
で
し
た
。

多
文
化
共
生
の
推

進
や
、
市
中
心
部
活

性
化
な
ど
、
越
前
市

が
抱
え
る
問
題
に
今

回
の
視
察
で
得
た
知

見
を
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

総
務
委
員
会
視
察
報
告

安芸高田市での視察の様子

５
月
21
日
（
火
）
～
22
日
（
水
）

⃝

島
根
県
出
雲
市

外
国
人
児
童
生
徒
の
日
本
語
教
育
に
つ

い
て

⃝

岡
山
県
瀬
戸
内
市

生
活
困
窮
者
お
よ
び
障
が
い
者
等
に
対

す
る
就
労
支
援
に
つ
い
て

出
雲
市
で
は
、

日
本
語
初
期
集
中

指
導
教
室
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
来

日
直
後
の
児
童
生

徒
が
、
初
め
の
１

か
月
間
、
あ
い
さ

つ
や
意
思
表
示
の

方
法
、
学
校
で
の

学
習
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
学
ぶ
場
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
児
童
が
ス
ム
ー

ズ
に
日
本
の
学
校

生
活
に
慣
れ
る
と

と
も
に
各
学
校
の

負
担
軽
減
に
も
つ

な

が

っ

て

い

ま

す
。
ま
た
、
日
本
語
指
導
拠
点
校
制
度
に
よ

り
指
導
教
室
修
了
後
の
児
童
生
徒
へ
の
日
本

語
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
市
独
自

で
日
本
語
指
導
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

瀬
戸
内
市
で
は
、
平
成
24
年
３
月
よ
り
、

市
役
所
庁
舎
内
に
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
担

当
者
で
就
労
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
生
活

困
窮
者
や
障
が
い
者
、
若
年
者
お
よ
び
子
育

て
女
性
等
に
対
す
る
一
体
的
な
就
労
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

越
前
市
で
は
、
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
の
推

進
や
（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
移
設
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
視
察
で
得
た
知
識
、
経
験
を
、
そ
れ
ら

に
反
映
す
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
厚
生
委
員
会
視
察
報
告

島根県出雲市の担当者の説明を聴く

５
月
14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）

⃝

佐
賀
県
唐
津
市

伝
統
的
工
芸
品
唐
津
焼
の
産
業
振
興
に

つ
い
て

⃝

佐
賀
県
嬉
野
市

新
幹
線
新
設
駅
（
嬉
野
温
泉
駅
）
周
辺

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

⃝

長
崎
県
諫
早
市

産
業
支
援
及
び
中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

唐
津
市
で
は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
唐
津

焼
の
後
継
者
不
足
や
販
売
額
の
減
少
等
の

課
題
解
決
の
た
め
、
佐
賀
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
「
ひ
と
・
も
の
作
り
唐
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
、
人
材
育
成
、
研
究
開
発
支

援
、
市
場
販
路
調
査
等
を
実
施
す
る
等
、
唐

津
焼
の
産
業
振
興
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

嬉
野
市
で
は
２
０
２
３
年
の
九
州
新
幹
線

西
九
州
ル
ー
ト
開
業
に
合
わ
せ
新
設
さ
れ
る

嬉
野
温
泉
駅
（
仮
称
）
の
周
辺
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
新
駅
前
に

は
国
道
34
号
が
走

り

、

嬉

野

イ

ン

タ
ー
も
近
い
こ
と

か
ら
南
越
駅
（
仮

称
）
と
共
通
す
る

点
が
多
い
中
、
駅

前
に
は
国
立
医
療

セ
ン
タ
ー
と
看
護

学
校
、
保
育
園
が

す
で
に
建
設
済
み

で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
や
佐
賀

大
学
と
連
携
し
た

取
組
み
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

長
崎
県
諫
早
市
で
は
、
内
閣
府
か
ら
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定
を
受
け
、

今
年
度
末
ま
で
を
第
２
期
基
本
計
画
期
間
と

す
る
中
で
、
商
店
街
、
商
工
会
議
所
、
市
が

連
携
し
て
再
開
発
事
業
を
行
う
一
方
で
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ま
ち
な
か
で
の
イ

ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
視
察
し
た
事
例
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会
視
察
報
告

佐賀県嬉野市の新幹線新設駅周辺まちづくりについて視察
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地方自治法、越前市議会政務活動費の交付に関する条例に基づ

き、議会機能の充実強化と、議員の政策立案のための活動基盤の

充実を図ることなどを目的として、越前市議会議員の調査研究そ

の他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されます。

政務活動費の交付および政務活動費を充てることができる範囲

については、越前市議会政務活動費の交付に関する条例に定めら

れています。

◎ 政務活動費を充てる事ができる経費

　議員が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、要請、陳情、各

種会議への参加等市政の課題および市民の意思を把握し、市政に反映さ

せる活動その他住民福祉の増進を図るために必要な活動に要する経費

◎ 交付額

年間 720,000 円（月額 60,000 円を四半期ごとに支給）

○越前市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保し、開かれた議会の実現を図るため、議会だよりでの収支報告の掲載、

　およびホームページでは収支報告書に加え、領収書と活動結果報告書を公開しています。

議員氏名 支出額 執行率 主な支出　

中西　 昭雄 324,010 67.5% 事務用品代 200,000 先進地視察 46,160 ほか

砂田　 竜一 153,180 31.9% 事務用品代 91,200 研修会参加 59,070 ほか

清水　 一德 119,088 24.8% 先進地視察 63,960 研修会参加 15,248 ほか

桶谷 　耕一 272,591 56.8% 議会報告だより発行 91,000 事務用品代 84,931 ほか

近藤　 光広 355,250 74.0% 先進地視察 63,960 書籍代 65,286 ほか

橋本 弥登志 480,000 100.0% 事務用品代 190,000 議会報告だより発行 74,350 ほか

小玉　 俊一 295,354 61.5% 議会報告だより発行 138,704 研修会参加 109,167 ほか

吉村　 美幸 480,000 100.0% 議会報告だより発行 376,877 先進地視察 52,323 ほか

加藤　 吉則 470,219 98.0% 議会報告だより発行 290,886 事務用品代 84,477 ほか

大久保 健一 6,400 1.3% タブレット端末実費徴収金 6,400 　 　 　

吉田　 啓三 258,028 53.8% 議会報告だより発行 189,648 研修会参加 59,070 ほか

川﨑　 俊之 285,362 59.5% 事務機器リース料ほか 177,364 議会報告だより発行 54,918 ほか

題佛　 臣一 414,900 86.4% 議会報告だより発行 335,520 先進地視察 52,460 ほか

三田村 輝士 480,000 100.0% 議会報告だより発行 398,322 研修会参加 61,070 ほか

安立　 里美 322,110 67.1% 事務用品代 263,250 先進地視察 52,460 ほか

大久保 惠子 53,785 11.2% 事務用品代 32,583 研修会参加 10,800 ほか

城戸　 茂夫 76,722 16.0% 先進地視察 52,460 書籍代 17,862 ほか

小形　 善信 289,629 60.3% 事務用品代 118,925 書籍代 54,686 ほか

前田　 一博 59,480 12.4% 先進地視察 53,080 タブレット端末実費徴収金 6,400 　

前田　 修治 35,356 7.4% 書籍代 21,040 事務用品代 14,316 　

片粕 正二郎 59,480 12.4% 先進地視察 53,080 タブレット端末実費徴収金 6,400 　

川崎　 悟司 85,533 17.8% 先進地視察 52,460 タブレット端末実費徴収金 6,400 ほか

合　　計 5,376,477 50.9%

議員別収支一覧表 （H30年8月～ H31年3月分）

【
閲
覧
の
手
順
】

平成30年度（8〜3月分まで）の政務活動費収支を報告します

　

収
支
の
詳
細
、
領
収
書
及
び
活
動
結

果
報
告
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

③年度をクリック ②政務活動費をクリック ①越前市議会をクリック

（単位：円）

市　議　会　だ　よ　り令和元年（2019年）8月5日（　）7



市長申し入れ （下線は市長回答） 

℡
（
22

）
３

４

２

６

問
合
先

市
議
会
事
務
局

左記以外の一般質問は

4面、5面もご覧ください。

また、造成事業に関するすべての

一般質問は、8月下旬掲載予定の

会議録をご覧ください。

越前市会議録検索システム 検索

昨
年
９
月
定
例
会
に
特
別
会
計
予
算
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
瓜
生
産
業

団
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
４
月
26
日
（
金
）
の
庁
議
・
部
長
会
議
で
中
止

が
決
定
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
で
は
、
中
止
の
原
因
や
今
後
の
対
応
、
市
長
の
政
治
責
任
に

つ
い
て
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
終
了
後
の
６
月
25
日
（
火
）
に
正
副
議
長
が
市
長
に
対
し
、

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
補
償
費
が
確
定
し
次
第
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
議
会
内
で
引
き
続
き
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（前略）こうした中、市が目指した瓜生産業団地の造成事業

については、誠に残念ながら4月26日に中止を決定しました。

地元の瓜生町や地権者、県や市議会をはじめご協力いただ

いた皆様にお詫び申し上げます。

今回の事業は、ハイテク企業の用地需要のスピードに応え

るため、「短期間での用地取得」が大前提の計画であり、準工業

地域である瓜生町のご協力を得て、大部分の地権者のご同意

を得たものの、ごく一部の地権者のご理解をいただけず、今後

もご同意をいただく見通しが立たないことから、企業の用地

需要のスピードに応えることができず、やむなく中止を決定

したものです。

今後も北陸一のモノづくり都市を目指して、市産業活性化

プランの推進を図っていくとともに、企業の要請に臨機に応

えることができる産業団地の造成について、市全域を対象に

総合的な検討を進めてまいります。（後略）

本会議初日（6月14日）の市長市政運営所信 （抜粋）

⑴ 市の産業政策に関する今後の方針を随時、 

市民と議会に説明していくこと。

➡市の産業振興に関する施策については、今後も

市民と議会に適切な説明を行ってまいります。

特に、産業団地造成への取組みについては、企

業の設備投資計画や用地需要を的確に捉え、企

業の進出ニーズの動向に臨機に応えた産業団地

の造成を図ることができるよう、市全域を対象

として、周辺環境、インフラ整備状況、交通利

便性、災害リスク、各種計画との整合性などの

多角的な視点による検証を行いながら、総合的

に適地を選定していくなかで、市民と議会への

説明を適宜行ってまいります。

⑵ 今回の中止により混乱した瓜生町住民の方々に対し、 

地権者等への補償及び瓜生町の振興策等の対応をしっかり

と行うこと。

➡地権者および瓜生町への対応としましては、今後も地権者

への戸別訪問を行いながら、耕作・借地料補償や個別の

事業がある場合の必要な補償などを含め、話し合いをさ

せていただきます。また、瓜生町から提出された「瓜生産

業団地造成事業に係る要望書」についても町内役員の皆様

とも協議のうえ、引き続き総合的に検討してまいります。

⑶ 事業中止に伴い６千万円を超える予算を執行することに対

し、市民に対し反省の意を表し、説明を尽くすこと。

➡市のホームページにお詫びと経過を掲載します。

４
期
目
の

議
会
モ
ニ
タ
ー
始
ま
る

越
前
市
議
会
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

議
会
運
営
を
目
指
し
て
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

平
成
28
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
４
期
目
に
あ
た
る
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
状

交
付
式
お
よ
び
第
１
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
６
月
12

日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
左
）
。
議
会
モ

ニ
タ
ー
は
、
議
会
の
傍
聴
を
行
い
、
議
会
運
営
に

つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
間
だ
け
で
な
く
、
議
員
と
も

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
・
提
案

は
今
後
の
議
会
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
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（
越
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市
商
工
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推
薦
）

酒
井　

昭
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（
越
前
市
女
性
会
推
薦
）

坂
下　

大
輔 

（
武
生
商
工
会
議
所
推
薦
）

須
磨
美
佐
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（
公
募
）

玉
川　

忠
春 

（
連
合
福
井
丹
南
地
域
協
議
会
推
薦
）

土
本　

俊
三 

（
越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

蜂
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雄
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（
武
生
青
年
会
議
所
推
薦
）

廣
瀬　
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（
越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

 

連
合
会
推
薦
）

福
島　
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（
越
前
市
自
治
連
合
会
推
薦
）

山
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悦
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（
公
募
）

和
田
て
る
子 

（
越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

第1回モニター会議

一般質問（6月20日、21日、24日） （一部）

一般質問を受け、6月25日（火）に正副議長が市長に申し入れを実施

中止の影響

⃝耕作補償費、借地料補償費、耕作機能維持のための

補償費等が必要

⃝平成30年度決算 30,409,272円

　財源は一般財源で充当

　（5月29日専決、7月3日専決承認（6面審議結果））

⃝令和元年決算見込み 2,803万円＋補償費

　（補償費は、今後の協議により確定）

当初計画

⃝ハイテク企業が今後の社会需要を見込んだ生産計画に基づ

き、国内で大規模な産業用地取得を検討していることから、

企業の用地需要のスピードに応えるため産業団地を造成

⃝約10万㎡規模で、概算事業費は40億円程度

⃝財源は起債と県補助金、一般会計借入金で賄い、造成工事

完了後、速やかに売却し、起債および一般会計からの借入

金を一括償還

瓜生産業団地造成計画の概要

地元に対する今後の対応は。

4月26日に中止決定後、その日

の夜に地権者説明会を開催し、

経過を説明しておわびした。その後、

5月15日に瓜生町役員と今後の対応

について協議を行い、5月21日からは

地権者へ個別訪問を行っている。その

際、事業中止に伴い耕作や借地料補償、

その他個別の事情がある場合の必要な

補償について聞き取りをし、話し合い

をさせていただいている。

　今後も引き続き地権者および町内

役員との話し合いを重ね、丁寧な対応

をさせていただきたい。

造成事業を始めるときは、

あくまでも複数の企業が対

象であるとの説明であったが、特

定の企業の動向によって事業が

中止したということはないのか。

地権者のご理解が得られな

い中で企業の用地需要のス

ピードに応えられないという判

断をしたところであるが、1社に

限った話ではなく、用地需要の全

体の構想において、事業費等が高

騰してきた中で、高騰した事業費

に対応できる用地需要というも

のも総合的に検討し、中止を判断

した。

用地交渉を行う上で想定されるリスクにつ

いて、どう捉えていたか。

短期間での用地取得に向けた交渉手順、周

辺環境への影響、地元要望など地域振興事

業や隣接の鯖江市への対応等、さまざまな課題を

検討、確認し、昨年8月から地元との協議に入っ

た。短期間での産業団地造成であり、ゼロリスク

ではないが、この誘致を逃すマイナスは大きいと

判断した。また、企業のスピード感に応えるため

に、地元地権者交渉と同時並行して不動産鑑定委

託や測量設計、試掘調査等を執行した。また、事

業計画の決定時には、短期間での用地取得に向け

たスケジュールや交渉手順に加え、事業用地の売

れ残りが生じることのないよう、これを最大の課

題として慎重に行ってきた。

Q Q Q

A

A

A

８
人
の

議
員
が

一
般
質
問

瓜
生
産
業
団
地
造
成
事
業
の

中
止
を
市
長
に
た
だ
す

９
月
定
例
会
は
、
令
和
元
年
９
月
２
日
（
月
）

か
ら
開
会
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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